
　 9.15（火）  生きるとは何か～死に直面した体験を通して～
 加藤 一郎（東京自由大学会員）
　10.20（火）  普通学級の中で障がい児と共に過ごした輝ける日々を追って
 渡辺芙美子（東京自由大学会員）
　11.17（火）  「行」を通して「いのち」を考える
 戸田 日晨（遠壽院住職）
　12.15（火） 「私の祖父の息子」とわたし
 殿谷みな子（作家）
　1.19（火） 「いのち」と墨彩画
 西松 凌波（画家） 
　 2.16（火） 「進化の法則」と「法則の法則」
 一条 真也（北陸大學客員教授）、海野和三郎（東京自由大学学長）
それぞれ東京自由大学の会員、関係者が講師となって開催しました。

自主ゼミ

【民俗舞踊の身体研究会】
　民俗舞踊の身体研究会も講師の須藤武子氏のご厚意と参加者の熱意とで、5年目を迎え
つつある。2009年度は引き続き、新潟県柏崎市の女谷に伝承する「綾子舞」を通して民
俗舞踊における身体感覚を体感していった。須藤武子講師の身体と言葉にいざなわれ、少
しずつ身体の使い方が変わり、踊りが変わっていく醍醐味を味わいつつある。また、岩手
県早池峰山周辺に伝承する早池峰大償神楽の春の舞を見学する旅を計画し、それに向け
て、須藤先生とともに指導していただいている、日本民俗舞踊研究会の増田了位氏の神楽
歌を聴き、ともに歌い、準備を進めている。

【シュタイナーゼミ】
　シュタイナーゼミは2001年から続いている自主ゼミである。ここ2年ほどシュタイナー
の著作の中でも最重要な一冊ともいえる「神秘学概論」を読み進めてきた。人間の神秘学
的構造から生死の問題、宇宙論まで壮大な世界観であった。シュタイナーの中核に迫る著
書を読了することができたのはどんな質問にも答えてくださる西川隆範講師のナビゲート
のおかげであった。コアな内容であったせいか参加者が限られてきているが、新年度は、
少し趣を変えて、仏教についてのシュタイナーの著作を紐解くことになっている。仏教につ
いて新たな視点が開かれることを期待している。

担当：鳥飼 美和子（担当・理事・副運営委員長）自主ゼミ
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　すべての生き物は仏の遺伝子を具えています。変な言い方ですが仏ウイルスを保菌して
いるのです。発症すれば発菩提心です。仏の遺伝子が発動、発得すれば仏教は「これでおし
まい」です。
　いかにして娑婆世界で凡夫が仏の遺伝子を活性化するか? いたずらごとのような愚直な
実践を続ける以外にありません。娑婆世界には聖なる実践などありません。娑婆世界はす
ばらしい世界です。些細な実践の継続が聖なる結果を生みます。「不放逸に努力せよ」とい
う釈尊の最期の言葉は娑婆ならではの重大な意味を持っています。
　維摩経は超越的な悟りの世界を説く一方で娑婆世界の凡夫の立場を忘れません。維摩
経の愚直な読誦を通して甚深なる仏の世界を参究していきたいと思います。
　昨年、参加者のひとりが玉城先生よりいただいた書簡を公開してくれました。その中に
「如来さまのひとり働き」という言葉がありました。玉城先生の畢生の一句のように感じま
した。
　エーヒ ビッカウェー !! 来たれ、比丘よ!!来たれ、善男子、善女人よ!!
　玉城先生の導きの下、如来自受用三昧の甚深なる秘密荘厳蔵に参入し窮尽せよ!!
　こころざしある方の参加をお待ちしております。　　　    目標！ 「仏狂徒」！　野村 懐忍

玉城仏道ゼミ「維摩経読誦」
野村 懐忍（高野山東京別院執事） 井上 喜行（担当・監事・運営委員）

2009年度〈三省祭り〉
 進歩する時間と別に、回帰する時間に耳を傾けた詩人・山尾三省さんが没して9年。文明が迷路に差し掛かった今、ますます三つの遺言が
現実味を帯びてきた。三省さんに於けるアニミズムとは何だったのかを探り、未来へのビジョンを語りたい。10月31日〈三省祭り〉で、司会の
三島さんは問いかける。北は北海道から南は沖縄まで全国各地から参加された方々で、神田明神は熱気に溢れた。

「三省さんは思想を体現化する人だった。詩は自然界との通路のよう
なもの。それを詩にする事により、私たちに自然への通路を見せてくれる。
木と語らい、鳥と語らい積み上げてきたものであるが、一つの法の中に
入っていったのだと思う。……そういう人に私もなりたい」と、三省さんを
讃えられた立松さんは 「全ての世界は、私たちが暮らしているこの場所
の中にある」と言われる。

高良さんは「沖縄には神社や氏子制度はない。祖先崇拝と自然崇拝で
あり、かみぐとう（神事）は暮らしと一体となっている。壊れるものをアニミズ
ムが防いでいる」と琉球弧からの発言をされた。部族の話や三省さんとのエ
ピソード、ナナオ氏から貰った木星の話、詩人の感受性の豊かに心が踊る。

裸足のお兄ちゃん。幸せになるおまじない。“山だったじゃい” “山だった
じゃい”と兄妹の掛け合いで歌った賢治の詩「種山が原」などのエピソー
ドを披露された長屋さん。その傍らで、三省さんは喜んでおられるようだ
った。そして、死にゆく兄が、妹のために一心に火を焚く慟哭の詩「五右
衛門風呂」の朗読に胸うたれた。
「小さくある事の大切さを教えてくれた」と語る鎌田氏は、〈三省祭り〉

開催にあたり……「詩人というのは、世界への、あるいは世界そのものの
希望（ビジョン）を見出すことを宿命とする人間の別名である」と、三省さ
んは言う。そんな「詩人」の言葉と魂を、わたしたちはいつも思い出して

いたい。それは現代の「真言（マントラ）」であり「聖歌」である。そんな、
三省さんの「希望」を受け継ぎ、語り、さらに未来につなげる詩の銀河祭、
それがわたしたちがこれから毎年継続して行う〈三省祭り〉であると宣言
される。

翌11月1日は 即興演奏+ポエトリー・リーディング
【出演:KOW（ギター）・野村雅美（ギター）・宇々地（古代土笛）】
森羅万象にカミを見、大地を耕し、生きることの根源を説いた詩に、音

と声が織り成す銀河の広場。ひとつらなりの即興ライブ。あなたも詩を詠
んでみませんか。
〈三省祭り〉でお聞かせくださった立松さんご自作の詩「静思の森」。

あの声が、あの姿が、立ち上がってきます。今生で出会えた事は凄い事
でした。ありがとう御座いました。　　　吉田 美穂子（理事・副運営委員長）

佐治氏のピアノの演奏で舞台は静かに幕を開いた。かつて氏の提案で〈ボイジャー〉
に搭載されたバッハ作曲「プレリュード」の美しい旋律が会場を包み、まず玄侑氏、佐
治氏それぞれの視点から、「ほどきとむすび」の世界観が語られた。

漢字を訓読みにほどき、異文化を上手に取り込んだ日本語の特性や、神道の基盤に
矛盾なく仏教を取り入れた宗教観にみるように、日本人の精神性には「ほどきとむすび」
が古くから根づいていたと玄侑氏。しかし、マニュアルにあふれ、むすびすぎて自己言
及の病に陥っている現代人は、状況の中でむすんだりひらいたりしながら、心の宇宙を
統合する八百万の人間観を取り戻してほしいと説く。

佐治氏は、137億年という歳月を経て進化を遂げた宇宙の歴史を、数学や物理学のこ
とばで縁取りされた壮大な“宇宙神話”として語った。ここにも、宇宙の中で星々が生と
死を繰り返す「むすびとひらき」の悠久の時間があり、その星の中で合成された物質が
私たちのからだをつくっていることにも気づかされる。両氏の共通の関心として、童謡の

「むすんでひらいて」が挙がった。この歌は、あのジャン・ジャック・ルソーの作曲で、日
本語の作詞者は不明だという。もともとは賛美歌だったそうだが、日本で子どもたちに
親しまれるようになったあの歌詞には、この国の国柄や現代宇宙論にも通じる奥深い意
味が読み取れるようだ。

続いて、鎌田氏は10歳で初めて『古事記』を読んだ感動について、「イザナギが右の目
を洗うとツクヨミノミコトが生まれ、鼻を洗うとスサノオノミコトが生まれた……」という
一節にふれたとき、至福に包まれたと語った。玄侑氏も、「文學界」に発表した短編『スク
ナヒコナ』に言及し、日本神話に寄せる関心を示した。スクナヒコナは波間より来訪し、
オホクニヌシの国造りに協力して、ふたたび去っていく小さな神。その協力関係は、「行為
を合わせる」ことにほかならない。かつて日本人は「幸せ」を「為合わせ」と書き、それは

天と合わさることだったと玄侑氏は言う。室町時代になると、それが「仕合わせ」となり、
人と人の関係を表すようになった。相手や状況に応じて「仕合わせる」ことが、本来の「し
あわせ」だったのかもしれない。それは、鎌田氏の言うように、日本の伝統芸能が神楽
から申楽、歌舞伎へと分化していくなかで、神 と々の接点が徐々に薄れ、人と人との関
係に重きを置くようになった経緯とも重なり、興味深い。

話題は古事記の「天の岩戸神話」にも移った。アメノウズメが神懸りとなって踊ったの
は神楽の原点で、露わにした胸乳と女陰はいのちの誕生を象徴している（鎌田氏）、アマ
テラスオオミカミが岩戸の扉を自ら開ける過程には、雰囲気をつくってひたすら待つとい
うカウンセリングの極意がある（佐治氏）と、それぞれの読み方が交わされた。佐治氏は
さらに、シューベルトの子守り歌の「心地よいお墓の中でお眠りなさい」という不可解な
一節に触れて、この「お墓」にはドイツ語で「子宮」の意味があることを発見し、長年の
疑問が解けたと明かした。

後半は、鎌田氏が'95年8月6日にアイルランド・アラン諸島を訪れた際に拾って以来、
毎朝吹いているという石笛と竹笛をおもむろに手にして、原初の音色を響かせたことか
ら、音とのかかかりに焦点が当てられた。

佐治氏は、宇宙がまばゆい一粒の光から生まれたことの証拠となる音（ビッグ・バン
の残り火の電波雑音）、超新星爆発という形で星が終焉を迎えるときの音、太陽風が地
球にぶつかったときの音を会場内に次々に流しながら、“音”こそ万物のコミュニケーショ
ンの中心にあると説く。そして、玄侑氏は経典「開甘露門」を静かに誦経し、会場は三
者三様の音の演出に酔いしれた。

ユーアラシア大陸を人の顔に見立てれば、西端の英国やアイルランドは右耳、東端の
日本列島は左耳になる（鎌田氏）。二つの耳は、どのような地球の声を聴き、私たちはど
んな音楽を奏でていこうか──今日、この素晴らしい一期一会を明日につなげていきま
しょう、そんな壇上からの呼びかけに、皆が想いを仕
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た。　　  丸岡 隆（運営委員）

　立松和平さんが亡くなった。突然の訃報に、多くの人が「まさか!」
という思いを持った。わたしもその一人だ。
　昨年の10月31日、東京自由大学の「三省祭り」であんなにお元気な
姿を見ていたから、当然だ。驚いた、というよりも、まさか、であった。
訃報ではなく、誤報ではないか、と一瞬疑ったほどだ。だが、それは
事実だった。
　立松さんは1947年に栃木県宇都宮市に生まれた。地元の高校を卒
業して、1966年に早稲田大学政経学部に入学した。学生運動が盛り
上がった頃だった。フーテン、アングラなどが流行していた。
　1970年、デビュー作の「途方にくれて」を『早稲田文学』に投稿、
掲載された。そして、「自転車」で、早稲田文学新人賞を受賞した。そ
の頃、わたしはリアルタイムで『早稲田文学』を読んでいた。中上健次
が同誌に発表した「灰色のコカコーラ」もリアルタイムで読んだ。そん
な中に、立松和平さんの小説もあった。
　小説は地味で、華やかなところがなかった。中上健次のような激し
さもなかったような記憶がある。だが、地道ながら、しっとり、じっく
りと伝わってくる情調があった。
　しばらくして、宇都宮に戻り、市役所の役人になったという話を聞い

た。筆を折ったのか、文学で生きていくのは大変だな、と他人事ならず
思ったものだ。だが、その間も、立松さんは小説を書き続けていたのだ。
　そして、1980年、『遠雷』で野間文芸新人賞を受賞した。それからの
活躍は質量ともに凄いものだった。
　わたしの中では、立松和平と寺山修司と山尾三省が重なる。わたし
の中の、早稲田大学三人組だ。わたしは高校3年の時に寺山修司と出
会った。寺山さんが最初にわたしの書いたものを認めてくれた。その
寺山修司の独特の訛りと含羞に似た匂いを立松さんに嗅ぎとった。
　でも、立松さんは寺山さんのようなはったりというか演劇性はなく、
何よりも素朴で実直だった。その点で、山尾三省さんとよく似ていた。
　早稲田大学はいろいろな方面に面白い人材を輩出している。そん
な、早稲田族の典型の一人と言えるのが、立松さんであり、寺山さん
であり、山尾さんである。
　その三人ともに、今は無い。さびしいが、しかし、彼らのたましいと
メッセージはわたしの中で生きている。この三人の言葉がわたしの中
で星雲のように輝き、活動している。
　その星雲を抱えて、生きていきたい。立松さん、またお会いする日
まで！ ありがとうございました。

★2010年度〈三省祭り〉は、宮内勝典氏、田口ランディさんをお迎えして、
　10月30日（土）に開催します。

日本人に根づいた「ほどきとむすび」の世界観

「しあわせ」感の変遷と日本神話にみる女性性

万物のコミュニケーションの中心に“音”がある
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　2009年12月18日、東京自由大学設立10周年を期した一連の催しの一環として、特別企画〈鼎談〉「ほどきとむすびの宇宙」が開催され、会場となった日本橋公会堂 
（東京都中央区）には、300人を超える参加者が集った。今回が初顔合わせとなった佐治晴夫氏（鈴鹿短期大学学長・宇宙物理学者）と玄侑宗久氏（作家・福聚寺住職）、
そして、司会役も務めた鎌田東二東京自由大学理事長の三氏が登壇した。

立松和平さんを心より追悼します

調査
研究事業

　藤田一照講師を迎えての「唯表五十頌」の講義が今回終了する。「学にしっかり裏打ちさ
れた行」と「行を正しく導く学」のどちらも必要だと考える「行学一如」の立場から、大乗仏
教の基礎教学である「唯識」を、その深さを失うことなく、現代人にとってやさしくかつ役
立つように伝えたいと仰る講師の思いが、毎回伝わって来る夕べであった。
　一連の講義で扱われていたテーマは、人間の存在の真相・認識構造であり、そこで問われ
ていたのは私達自身のことであった。私達がどのような枠組み・視野の中で生きているのか？ 
「唯識」の八識モデルに基づいて、その枠組みを示すことにより、幾重もの枠組みの中でが
んじがらめになっている自己の実態を自覚させてくれるプロセスであった。そして、その自己
認識の深化こそが、人間が深いレベルで拠りどころとしている存在の根拠の質的変化に通
じ、凡夫が仏になる道が開かれると説く「唯識」のメッセージは、極めて実践的である。
　藤田講師によれば、「唯識」では、識（表象）の外部に境（客観的な対象）というものはない。
あるのはただ識（表象）のみである。これを「唯識無境」と言う。この考えによれば、私達が
認識している世界は、心の中の概念が作りだしているだけである。そのようにして仮構した
世界を、実在していると思い込むから、執着が生じ、自らが作った虚構の現実に拘束され、
苦悩が生じるのである。このことに本当に気づくには、理屈でなく、瞑想や坐禅のような行
の実践によって体得する他はない。修行によって「苦」を「楽」のサイクルに方向転換する事
である。そういう実践のための道しるべ・地図として唯識学を生かしていくべきなのだ。
　この度、藤田講師が曹洞宗国際センター所長に就任されることになり、第十二頌までで
「唯識」の月例講義は終了するが、新企画のシンポジウムにおいても、パネリストとしてご
参加が予定されている。引き続きのご縁を願うと共に、ご多忙な中での1年間のご出講に
心から感謝の意を表したい。

主催ゼミ「現代人のためのやさしく役に立つ『唯識学』入門 
～ティク・ナット・ハン作『唯表五十頌』を味わう～」
から学ぶ 立花蓉子（一般）

2009年度「いのち」を考えるゼミ

立松 和平氏

高良 勉氏

長屋 のり子氏

ここには森があった。/私達の遠い祖先が、/峻険な峰を越え、/
深い谷を幾つも渡り、/数えきれないほどの/命を落とした果てに/
辿りついた安住の地こそ、/深 と々命に濡れていた、/あの森なのである。
（勉誠出版『月光』2号掲載）
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出演者: 立松 和平氏（作家）　高良 勉氏（詩人）　長屋 のり子氏（詩人）　鎌田 東二氏（京都大学教授）　司会: 三島 悟

鎌田 東二（NPO法人東京自由大学理事長・京都大学こころの未来研究センター教授）

■編集後記 山口 卓宏（運営委員）

　「しかし、鎌田先生も変な人だよね。でも、いつか会うと思っていたよ」という立松和平さん
の栃木訛りの言葉が、とても印象深く記憶に残っています。「三省祭り」の後の帰り道、駅まで
の道案内をしながらのことでした。「ご縁」という言葉は、仏教の核心の一つを表した言葉です
が、今年度の東京自由大学の活動もまさに、「赤い糸」の綾取りのようでした。ある年は川であ
り、またある年はほうきになる。同じその糸が、万華鏡の模様のように形を変え、人と人・人と
場所のつながりをくっきり浮かび上がらせる。さて、来年度はどんな形が見えるのでしょうか。

●http://homepage2.nifty.com/jiyudaigaku/　●E-mail:  jiyudaigaku@nifty.com
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事務局だより 酒井 孝（理事・運営委員・事務局長）

　私ども主催の各種講座等の受講料が安いのは、当代随一のレベルの講師陣が、薄謝にも
かかわらず、来てくださっているからです。さらに、その運営は、手作り・手弁当だからです。
　この講座の担当やニューズレターの発送を手伝ってくださるボランティアを募集していま
す。身近に、講師の先生方のすごさに触れられたり、一見内職的な作業の中にも、ちょっぴ
りアカデミックさを発見できたり……、和気あいあいの共同作業の輪に加わりませんか。

2009年度ゼミナール報告



　本学理事長の鎌田先生をゲストに招いて言霊と現象や道具と
の関係について探った。箸と端と橋が同じ語源であるように同音
異義語というより同音同根語と言えるかもしれない。鎌田先生の
言霊論の講義、マントラの歌、オノマトペの即興身体パフォーマ
ンス。参加者である岡野さんにはオイリュトミーの舞い。鳥飼さ
んに新体道の舞い。私は同音異義語を探るワーク、同音同根語
から発想した言霊造形を紙を使って表現するワーク。多角的で有
意義なワークショップであった。参加者が最多であった。

　内と外、左右対称。二的構造のデザインである。それに対し、三脚、インターフェー
スとしてのマウス、120度の角度で構成されるハニカム構造、これらは三的構造のデザイ
ンである。第三の選択としてのオルタナティブにも「3」的な構造が内包している。ねら
いは2の二元論的な構造のデザインに代わる3の三元論的な構造のデザインを探ること
であった。ある参加者は、2つの部分からなる砂時計に対し、3つのふくらみのある砂時
計をデザインした。「2」的な構造をもつ道具を「3」的な構造をもつ道具へリ・デザインす
ることに挑戦しながら、数とものの関係の困難な深みへと入り込んでいったようだ。初
めてCGで作品を作った。

スピリチュアルデザイン－コンテクストデザインワークショップ総括 上林 壮一郎（デザイナー、運営委員、担当講師）

　霊学的世界というコンテクストを遠く近くに意識し、無意識世界と現象世界を結ぶ方法
を探る本ワークショップの2009年度のテーマは、「言語」。デザインと言語はあまり関係な
いように感じるが、深いところでは本質的な問題である。そんな予感が、実際のワークシ
ョップを経て確信へと変わった革新的で核心的な一年であった。

　昨年度のスキマロボットに引き続き、慶應義塾大学の大澤博隆
先生をゲストに迎えて、置かれるものによって空間にキャラクター
が出現するというロボットの実験を行った。自由大学で最もエレク
トロニックなワークショップである。

　中国の書家の仲崇霖先生をお迎えし、
象形文字からより抽象的な漢字へ変化す

る途上にあった古代の書体、篆書の造形精神で実際の道具の
スタイリングデザインをし、発泡スチロールで立体化し、古代に
おける機能と形の結びつきのセンスを探った。ニクロム線カッ
ターが大活躍した。

「言霊ともの」̶ モノ・コトの名前に潜む感覚価値  12月13日（日）

仲崇霖先生

「数ともの」̶ 2の形・3の形の象徴と力 2月21日（日）
鎌田東二先生

大澤博隆先生

今年度の5人の先生に共通している点は、私たちがふだん慣れ親しんでいる自分の「目線」を変えることの重要性を強調していることだと思います。
現代の様々な閉塞状況を打開するための、確かな手ごたえと示唆をたくさん頂きました。

　オルタナティブカルチャーの担い手となる雑誌「宝島」
の編集長や「ポパイ」の創刊に携わった北山氏をお迎え
した。氏は1979年、日食を見に訪れた先で導かれるよう
にネイティブアメリカンと出会う。そこであらゆるものが
円であるという思想、サークル的にものごとを見るマイン
ドに触れる。しかし始めも終わりもない円の時代から、
直線の時代に置かれ時間を分断された彼らの厳しい実
情を知ることに。未来につながる神話知を蘇らせる考察
などを話された。
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人類の知の遺産（第IV期）報告 井上 喜行（担当・監査・運営委員）

4/11
(土)
「日夏耿之介」 直弟子である井村先生から、堀口大學とのこと、詩人、英文学者として、身近で見た日夏耿之

介についてお話があった。出身地の飯田からお身内の方も見えて有意義な講座になった。井村 君江（妖精ミュージアム名誉館長）

「マダム・ブラヴァツキー」
鏡 リュウジ

詳しく伝記から説き起こし、神智学協会創立、ユングとの関係や世界中を旅したこと、オル
コット、スウェーデンボルグ、今東光、鈴木大拙とのことなど、質疑もおもしろかった。

「吉田兼倶」
鎌田 東二

古事記の話から説き起こし、唯一神道の希求を歴史的文脈のなかで中世の改変に基づくとす
る。大元宮のスキャンダル説明、スライドの上映もあり、大きな視点からの兼倶論であった。

5/9
(土)

6/13
(土)

「千利休」
熊倉 功夫（国立民族学博物館名誉教授）

恩師林屋辰三郎から受け継いだ茶の湯の歴史を含めて、演劇性、政治性について一服のお
茶をいただくようなお話であった。南方録の現代語訳を執筆中の生きた利休論であった。

「芭蕉」
吉増 剛造（詩人）

奥の細道の地、松島、山寺,象潟、月山の映像（シネ－こしらえの結界）による最高の芭蕉論で
した。詩人シネ作家の吉増剛造ワールドの戸口へ皆が引き込まれ、限定版の資料も頂戴した。

7/11
(土)

9/12
(土)

「ヒルデガルト」
井村 宏次（神秘学研究家）

実際は聖人であるのに聖をつけられない、影を持った中世の聖女について、キリスト教の虐
殺史の後の修道院のビデオを見ながら、医学、音楽、絵画、詩、預言者の姿をお話いただいた。

「伊藤仁斎」
黒住 真（東京大学教授）

年譜から説き起こし、朱子学から白骨観法等の修行、活物観について資料に基づいて詳しく
お話があった。仁斎は徂徠、宣長へとつながる気先理後論であり、気一元論をとるという。

10/10
(土)

11/14
(土)

「植芝盛平」
坪井 香譲（メビウス気流法の会代表）

ご自身と合気道との出会いから、映像、ボディワークをまじえて、伝説上の人物の波乱万丈の
植芝翁の姿と奥義を解説していただいた。気流法の演技もすばらしく感動をいただいた。

「カント」
花岡 永子（奈良産業大学名誉教授）

難しいカントの理論をわかりやすく、資料にそって、人間の尊厳と美の追求という、神と人間
の緊張関係を説いた、嬉しいお話で、広島からお出ましいただいたことに感謝いたしました。

12/12
(土)

1/9
(土)

「最澄」
菅原 信海（早稲田大学名誉教授）

最澄は、日本仏教を小乗的な奈良仏教から大乗に発展させた功労者という話から始まり、空海
に比べやや影が薄いと見られがちな最澄像を一変させる、圧倒的知性のこもった講義でした。

2/13
(土)

（占星術研究家・翻訳家・
　平安女学院大学客員教授）

（京都大学こころの未来研究センター
　教授・京都造形芸術大学客員教授）

アートシーン21 PartVII「クリエティブな世界を切り開く表現者たち」報告 長谷川 その（担当・運営委員）

井村 君江氏

熊倉 功夫氏

菅原 信海氏

黒住 真氏

「いのちの輪」
北山 耕平氏（アメリカ先住民研究・作家）

5/16
第1回

　幼年期から伊勢と三輪山の麓で過ごされた麿氏をお
迎えした。海と山に抱かれ“神話の神”も地元では生き
た隣人に等しかった、と。伊勢の海を見て脳細胞がパ
チパチと分裂したお話や、三輪山が錯綜した多くの思
いの慰め魂を浄化する創作の原点の場だったとも。今、
白塗りで舞台に立つ姿はご神体そのもの。悠久の歴史
を持つ三輪山を背景に、先鋭的な感覚で“今という瞬間”を切り取り創作される
麿氏の姿勢に共感の視線が注がれていた。

麿 赤兒氏
（俳優・舞踏家・「大駱駝艦」主宰）

7/18
第2回 「三輪山と天賦典式」

　詩は永遠の謎、詩を探し求め続けるのが
詩人、と語る高橋氏。明瞭で透明感あるお声。幼年期、
母に付いて霊媒語りを聞き育ったのが詩人としての原点
と話された。苦労は記憶の宝庫とも。現在に至る体験、
三島由紀夫や草森紳一など多くの人物との出会い、エピ
ソードを臨場感ある口調でユーモラスに語られ、その方
の再来か?と錯覚するほど。人生の折々に紡ぎ出された
詩を朗読して頂いた。「小夜曲」は生前の美しい山口小
夜子さんを彷彿させていた。日本詩の精神史など話題は
尽きず、滑るように時間は過ぎて行った。

「詩とは何か、詩人とは誰か」
高橋 睦郎氏（詩人）

　あがた氏の歌声は木霊のよう
にいつまでも響いた……。Xマスも近い12月
にお迎えし、いつしかライブハウスと化す。
第一部は抒情溢れる「赤色エレジー」、「サル
ビアの花」他、いくつか歌っていただく。タイ
トルに相応しく「歌の力」で聴く者の心を解
かし、いつしか“あがたワールド”に。第二
部は鎌田理事長とのトーク。音楽の影響を受け師匠と仰ぐボブディランの話、早
川義男氏の話題をはさんで理事長との接点、デビューから今日までの経緯など熱
く語られた。

12/19
第4回 「歌の力」

サークル・オブ・ライフ

　美しい佇まいに香木を思わせる山田講師。踊りは見な
いと分からないと山田せつ子氏振り付け、出演作品「ふた
りいて」と、カンパニー枇杷系の公演 「愛情十八番」を放

映。若い出演者の日常の身ぶりから、ダンスの振りが生まれていった経
緯を。舞台では知覚を通し自分を見、他者も見ているとか。舞台でする

のはその日にしか生まれない踊りを作り出すために、歩き、座り、光・
照明の確認、暗闇の客席を見つめる“空間測量”をする秘話など。後半
は鳥飼運営委員とのトーク、質疑応答。内容は氏の美意識を始め多岐
にわたり、最後は若者と身体。今後のダンスのあり方など深く語ってい
ただいた。

「踊る身体は何を見るか?」 山田 せつ子氏（ダンサー・コレオグラファー）

2/20
第5回

あがた 森魚氏（歌手）

～神話的知と7世代の
未来をつなぐもの～ 　まず円陣になって手をつなぎ呼吸を通す野口整体流の自己紹介からスタート。野口晴

哉の五分間自叙伝を資料に、その生い立ちから彼の人生を紐解いていった。　　幼少期
の病気によって培われた人間観察眼、12歳の関東大震災のときに評判になった人を治癒
する力。霊術家・松本道別との関わり。松本道別が人体放射能と
呼んだものが、野口晴哉にとっては愉気となり、催眠術は潜在能
力教育として確立された。それは特権的なものではなく、もともと
人間が持っている能力であるとし、それを掘り出すこととして整
体を編み出していった。熊坂氏は野口整体の神髄は「病は治すも
のではなく、治るものである」ということであると語った。それを
実践していくのが講師の熊坂氏の仕事でもある。後半は野口整
体の体験ワークとして、二人ひと組で背骨に手をかざして愉気を
して、手の動きによって身体がどのような反応を示すか観察し合

ボディワーク  身体探求の二大巨峰「ふたりの野口」報告 鳥飼 美和子（担当・理事・副運営委員長）

近現代の日本において身体の事を語るときに、「ふたりの野口」を避けて通ることはできない。偶然同じ名字である野口晴哉と野口三千三。天才的であり、かつ
並はずれた探求者であったふたりについて、講師のおふたりに語っていただき、野口整体と野口体操の入り口を体験するミニワークを指導していただいた。

　講義が始まる前から、羽鳥氏の巧みなリードでワークが始まっていた。そこで、すでに
野口体操で「三途の川を自分の足で渡ろう」という言葉がうまれた。野口三千三は測定可
能で客観的判断によって価値が決まる既存の体操ではなく、直接的、主観的で身体の深

部感覚、内臓感覚が大切であると主張し、それまでにはない体
操を編み出していった。映像の中の野口三千三の言葉、動きは生
き生きと魅力にあふれていた。身体のほのかで、かすかで、ささ
やかなものがわかる感覚こそ豊かであるということ、言葉にでき
ないその感覚を魅力ある言葉にし、体操として伝え、人間を原初
生命体と名付けその全体性を説いた野口三千三。その直弟子で
ありその業績を社会化することを仕事とした羽鳥操氏の言葉も、
身体もはつらつとして、しなやかである。羽鳥氏の動きに目を見張
り、みんなで野口体操のひとつの上体のぶら下げをやってみた。

　「ふたりの野口」に共通するのは、身体にやどる「自然」の発見であり、その主張は、現代にこそ必要とされる、「いのちの全体性」の回復である。

「野口整体̶その思想と実践」 講師・熊坂 達彌氏（心体調勢室「有儘会」主宰）5/17 「野口体操̶自然に貞く」 講師・羽鳥 操氏（野口体操の会」主宰）9/27
き

21世紀世界地図総括～「目線」を変える～ 山口 卓宏（担当・運営委員）

  『自己を滅却するのではなく、狭い自己をもっと拡げて考えてみる。つまり自然も自分
だと思えるようになればよい』『立法権・司法権・行政権の三権を監視する第4権（メディ
ア・NGO等）の必要性』内側を見る学び（瞑想等）だけでは、何も変えられない。外側に
向かって具体的な行動をすることも大切であり、その二つは車の両輪のようなものであ
る。自己を滅却するのではなく、自己を拡大することが、今必要なのではないか。

■星川 淳氏（グリーン・ピース・ジャパン事務局長）

　人間の心の成長の到達点は、『絶対幸福』にある。ではそれはどのような状態なのか。
『すべての幸福を、私の幸福と感じられる状態』『私という意識からの解放』『宇宙との一
体感』世の中には悪質なスピリチュアル情報・商品があふれている。だますほうの問題
が大きいのは当然だが、だまされる方にも問題がある。現代人が人間として向上心をも
って生きていくためには、教祖的な人間・発言にただただ依存するのではなく、本人が
自分の人生をかけて、心の底から納得し、心の深いところで『自己決定』し、『自己選択』
することが必要である。

■諸富 祥彦氏（明治大学教授・トランスパーソナル学会会長）

　仏教では、一世界を1000個集めた世界を「小千世界」、「小千世界」を1000個集めた世
界を「中千世界」、そして、この「中千世界」を1000個集めた世界を「大千世界」という。
仏教は2500年前に、すでにこの宇宙の階層性を明らかにしてきた。そして、実際の宇宙
空間には特別の場所がなく一様（平等）であること、また、宇宙は見えない力、見えない物
質（ダークマター・ダークエネルギー）で満たされていることも仏教の内容と類似している。

■観山 正見氏(国立天文台台長)

　世界の10カ国以上の国で、家畜（豚・牛・鶏・羊）を屠殺する場面を自分の目で見て
きた。今の日本ではそれを直接見ることは、ほとんどない。でも実際は、東京芝浦の施
設で、毎日豚約1000頭が食肉として解体されている。毎日のように食する肉と、生体と
しての豚が結びつかないことにとても違和感を感じる。そこで実際に自分で豚を3匹飼
育し、その後自分で食してみた。悲しみはほとんど感じなかった。「食べるというよりは
命をとりこんだ」という感じだった。

「軒下には豚、旅先では屠畜。──肉の来し方を取材して」
■内澤 旬子氏（イラストルポライター）

11/21（土）

　地球から宇宙をながめると、そこに見えるのは昔の宇宙の姿である。私たちに見え
る宇宙の中で一番遠くから来た光は、137億年をかけて137億光年の距離を旅してきた。
しかしその長い旅間にも宇宙空間は膨張し続けたため、光が進んでこなければならな
い道のりは、スタート時点よりもどんどん伸び、光が放たれた場所自体も、はるかに遠
ざかってしまっている。光が届いた現在、その場所は、もう私たちから470億光年のか
なたに離れていると推測される。

■小阪 淳氏（グラフィックデザイナー、美術家）

観山 正見氏 小阪 淳氏
星川 淳氏 内澤 旬子氏

10/17
第3回

「トランスパーソナル心理学からみた
  現代人の成長とスピリチュアリティ」

6/6
（土） 「宇宙の描き方」1/16（土）

4/18（土）

9/19（土）「三千大千世界と宇宙」

「21世紀の新しい環境観」

「境界が曖昧なロボット」̶ 動的な関係性の中に出現するロボット  7月5日（日）

「書体ともの」
̶古書体漢字のセンス  8月9日（日）
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